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たたらリハビリテーション病院は、日本医療機能評価機構認定病院です。

　当院では、認知症に対する活動を病院の重点課題
として、職員のケアの質の向上と併せて、認知症の患
者さんやその家族へのサポートに力を入れています。
認知症の患者さんは全国で約500万人となっており、
厚生労働省の「オレンジプラン」では、認知症の人とそ
の家族が気軽に集える「認知症カフェ」の普及、推進
をしています。
　当院においても医療相談室の相談員を中心に、入
院中の患者さんのご家族を対象にした、日頃の介護
の悩みなどを気軽に話せる企画として、「相談室カ
フェ」を開催しました。
　第1回目は、参加者を対象に「認知症サポーター養
成講座」を開催、受講者全員に終了証としてオレンジリ
ングを渡しました。参加者は初対面の方も多かったの
ですが、講座後の茶話会では、日頃の思いや悩みなど、
和やかな雰囲気で会話が弾みました。また、リラクゼー

　2010年10月1日（1箱100円アップ）のタバコ値上げ月
と重なった職員健康取り組みへチャレンジし、禁煙に
成功しました。この間に何度か取り組むも失敗を繰り返
し今回も難しいだろうなとの思いもある中でのチャレン
ジでした。成功のカギは職場や家族へ禁煙宣言する事。
自身や家族での「ごほうび」も、宣言・秘めてもあると効
果的（参考：セブンスター 440円×31日＝13,640円×
12ヶ月＝163,000円）。
　まず、禁煙グッズで電子タバコを購入。数日間しのい
だ事に始まり、あとは暗示です。喫煙者は初めて吸っ
た時の「立ちくらみや気分が悪くなった経験」をお持ち
でしょう。つらい時は「しばらく吸ってないから吸うと気
分が悪くなる」と自身に言い聞かせのりきりました。電
子タバコも、買った1本でいらなくなり、変わりにガムや

ホームページをリニューアルしました！

総務課 Sさん 
“私はこうして煙草をやめました。”

飴を買うためコンビに立ち寄る回数が増えるとともに体
重も増えました。今はダイエットに挑戦しています。まだ、
目標とする体重とはいきませんが維持でこらえています。
ちなみに一品完食ダイエットを行なっています。このダ
イエットに許される爆発日が多くな
っています。ヤバイ！しかし、タバコ
を吸う事はないと思います。
　2014年4月から1箱20円値上げ
されます。喫煙されているみなさん
もこの機会にチャレンジしてみては
いかがですか。

　当院では、HPH（健康増進活動拠点病院）活動の柱
のひとつである「禁煙」を、職員や患者さん、地域の方
にすすめています。
　喫煙は虚血性心疾患や慢性呼吸不全、肺がんなど
の発病に深く関わっており、禁煙期間が長いほど発病
や死亡のリスクが減少すると言われています。健康で
快適な生活を継続していくために、ぜひ、禁煙に挑戦し
ましょう。
　5月を禁煙月間に設定し、禁煙の啓蒙活動を強化し
ます。また、5月31日はWHO（世界保健機構）による世
界禁煙デーです。

禁煙のすすめ

第1回：2013年11月16日（土）

ション企画として、ヨガ体操でリラックス、呼吸法など
を楽しく行いました。

　第2回目は、当院の介護福祉士による「認知症状へ
の対応の仕方」の学習会と、認知症の人と家族の会の
方からの体験談を語っていただきました。
参加者のみなさんからは、学習会は日頃の対応などわ
かりやすかった、ヨガでリラックスできた、日常の対応
の仕方、体験談など参考に
なったなどの感想がだされ、
どちらの回も大変好評でした。

　今後は、院内だけでなく、
地域での「認知症カフェ」も
開催していく予定です。
乞ご期待！

相談室カフェ
を開催しました（認知症カフェ）

第2回：2014年3月15日（土）
～成功のカギは、禁煙宣言とご褒美～

5月は禁煙月間です

心理テスト「カップの中に」

＞＞答えは3面へ

❶貝がら

❷さくらんぼ

ある日あなたが学校へ行くと、自分の
机の上に白いコーヒーカップが置いて
ありました。「何だろう？」と思いつつ
中をのぞいてみると、飲み物ではなく
ちょっと変わった物が入っていました。
さて、それは一体何だったでしょう？
右の中から選んでください。

❸カエル

体験談



TQM大会 たたらの広場
〜心に残った患者さん〜

第６回

　参加された法人内事業所や友の会の方からの感想
は、｢ひとりひとりの命に寄り添い、人としての尊厳を大
切にしている姿が、どの職場からも感じとることができま
した｣｢病棟での認知症の取り組みは画期的だと思いま
す。患者にアクティビィティを取り入れたこと、アロマも
共に患者の安心・尊厳・幸せを願ったスタッフの心意気
と優しさにエールを送りたい｣など、どれも当院の職員の
取り組み、活動にエールを送っていただけるものでした。
　今後とも、職員一同、さらなる質の向上を目指して頑
張っていきたいと思います。

たたらリハビリテーション病院
参加者
190名 HPH ～つなげ手 ひろげ手 健康の和～
HPH活動が職場、職員の
身近な取り組みに定着

院内美化活動

「通所から地域へ」 通所リハチーム

「つかってみんしゃいよかアロマ」
 6階チーム

　今年は病院の活動方針の柱であるＨＰＨ（健康増進
活動拠点病院）のテーマ「認知症、禁煙、ノーリフト」につ
いて、24演題が2つの分散会会場で発表、報告しました。
　どの演題も患者さんを中心にしたケアの質の向上、
地域活動を視野に入れた内容で、すべてのチームのレ
ベルが上がってきていること、継続したとりくみとなって
いること、医療活動やケアの質が確実に前進しているこ
とを実感できる過去最高の大会となりました。

2014年1月26日（日）開催

わたしたちが考えるHPH、それは
地域に住む人 が々、お互いに声を
掛け合える地域をつくっていくこと。

患者さんが安心して過ごせる
場所、環境を提供したい。

第2位は5階の
玄関前花壇整備

Before… After!!

　通所の利用者
のことだけではな
く、安全に過ごせ
る地域、それをサ
ポートする職員の
健康づくりが、利
用者の健康づく

りに繋がるのではないか、という視点で、食の問題、職
員のヘルスチャレンジ、認知症の利用者に対する他の
利用者の理解を深める活動、地域のまちなみチェックな
ど、院内にとどまらない活動の報告が、全体の高い評価
を得、納得の4回目の優勝となりました。

　認知症の患者
さんに対する環
境の整備、患者
の尊厳を大切に
したアロマを使っ
て患者に安心感

を与える取り組みは、会場の大きな感動を呼びました。

今年の優勝は6階！！

～患者さんと一緒に～
2013.12.28

年忘れ 餅つき大会

職員のひとこと提案で実現した餅つき大会。
地域の方たち、業者さんなどのサポートで
楽しいひとときとなりました。

今年で3年目、患者さんと一緒に
継続して取り組んでいる畑活動

手作りしたソックスエイドを、7年間使用してくれた患者さん
入職して3年目の時に担当した患者さんとの話です。
その方は足に手が届かずに靴下が履けないとのことで、ソックスエイドという、靴
下が履きやすいようにするための道具を手作りしました。その当時は知識もなく、
倉庫から探した材料で作った見栄えの悪いものでしたが、使ってみるとうまく機
能し患者さんも喜ばれて退院されました。
それから7年、その患者さんを担当している訪問リハビリのスタッフから、ソックス
エイドが壊れたと連絡を受けました。月日が経ったので、すっかりソックスエイド
の事は忘れていましたが、7年間も毎日使って頂いていたんだなと思うと嬉しい気
持ちとこの仕事に就いて良かったなと思います。ちなみに現在は新しいものをお
渡しして、2代目を使ってもらっています。

リハビリテーションセンター
作業療法士
塩貝勇太

優勝

第2位

もっとも、「棚ぼたJですから、それほ
どお金に執着しているわけではなさ
そうですが...。ギャンブルやうますぎる
話しには注意しましょう。

ここでのカップは近い将来の成功や幸運の象徴で、その中に入っている物は「あなたの期待」を表しています。
つまり、ここでは、あなたがそれほど苦労せずに「棚からぼた餅Jのように手に入れたいモノがわかります。

❶の「貝がら」を選んだ方お金

【カップの中に...】は、あなたが楽して手に入れたいと考えている「棚ぼたアイテム」のテストです。

意中の人がいるというよりは、「モテた
いJとか「注目されたいJといった気持
ちの方が強いようですが...。恋人がい
る人は浮気や誤解に注意しましょう。

❷の「さくらんぼ」を選んだ方恋人
こればっかりは一朝一夕に何とかな
るものではなさそう。努力を続けてい
る人にこそ「予期せぬ幸運」が訪れる
ことでしょう。

❸の「カエル」を選んだ方成績

4面心理テストの答え 4面心理テストの答え


